
 

2025年度活動概要     日英インタラクション研究会 

 

日英インタラクション研究会は、会話能力を支える「インタラクション」能力の解明

や、その成果の教育へ応用方法を模索することを目的としている研究会である。 

本年度は、2回のオンラインによる研究会と、2回の学会や研究会での発表を通じて、

インタラクションについての理解を深め、また、英語会話指導への応用を試みた。 

第 1回研究会は 2025 年 9 月 27日（10:00～）に実施した。テーマは「異文化間能力

を育む大学英語教育におけるインタラクティブな教育実践例」 (Fostering 

Intercultural  Communicative Competence through Interactive University English 

Education: Practical Applications)で、発表者は宇都宮大学・大学教育推進機構基盤教

育センターの准教授 Donal Rory Sean Banwell氏、准教授 Dr. Josha Alexander Kidd

氏、助教 Dr. アルシャガ香澄氏、助教 瀧澤典子氏であった。宇都宮大学の英語教育プ

ログラムと、そこでのインタラクション指導の実践が紹介された。 

第 2回研究会は、2026年 3月 1日（20:00～）に実施した。テーマは 「日本人大学

生への質問―応答のインタラクション指導：語用の違いを克服するために」で、発表者は

京都女子大学文学部教授の大谷麻美氏であった。質問－応答のインタラクション指導の

成果が紹介された。いずれも、発表の後、活発な質疑応答が行われた。 

また、学会・研究会発表のひとつは、JACET 国際大会（2025 年 8 月 27 日 於：早

稲田大学）におけるワークショップである。テーマは、「英語会話を活性化する！－ワ

ークシートを使ったやりとりの指導－（Stimulating English Dialogue: Teaching 

Interactional Skills through Worksheets）」で、登壇者は重光由加（東京工芸大学）、

岩田祐子（明治大学）、大谷麻美（京都女子大学）、大塚容子（岐阜聖徳学園大学）で

あった。また、もうひとつは、JACET 中部支部 2025 年度第 1 回定例研究会（2025 年

11 月 30 日 於：愛知大学）でのワークショップである。テーマは、「会話の『やりと

り』にフォーカスした指導の理論と実践」で、登壇者は、重光由加（東京工芸大学）、

岩田祐子（明治大学）、大谷麻美（京都女子大学）、大塚容子（岐阜聖徳学園大学）で

あった。いずれの発表でも、我々が提案するインタラクションに焦点を当てた会話の指

導案による授業を、実際に参加者に体験してもらい、その成果と課題を議論するもので

あった。発表後には、多くの貴重なコメントもいただき、今後の研究の糸口となり、非

常に有意義であった。 

新年度も、英語のインタラクションの指導に焦点を当てて活動を継続する予定である。 

 


